
第１号様式の３（規程第８条、細則第２条） 

 

 

 

借入金明細申告書（特別貸付他）  
 

１ 現在の借入金状況及び今後予定している借入金について全て記載してください。 
※借入先として該当する項目にチェック☑を入れてください。 

□共済組合 □住宅ローン □銀行等 □消費者金融 □カードローン □その他 
 借 入 先 借 入 額 現在の残高 

返済額 

（給料） 

返済額 

（期末手当等） 

 

 

 
既

存

借

入

金 

共済組合（今回分除く） 万円 円 円 円 

住宅ローン 

（ ） 
万円 円 円 円 

銀行等 

（ ） 
万円 円 円 円 

消費者金融 

（ ） 
万円 円 円 円 

カードローン 

（ ） 
万円 円 円 円 

その他 

（ ） 
万円 円 円 円 

 

今

回 

共済組合の貸付 万円 円 円 円 

・  ・ 

共済組合以外の借入 

（ ） 
万円 円 円 円 

合 計 万円 円 （A） 円 (B) 円 

【記入上の注意】 

(1) 変動金利の場合は、現行金利においての償還額を記載してください。 

(2) 共済組合の既存借入金は、全ての貸付を合計した額を記載してください。 
(3) 共済修学貸付の償還額は、在学中で利息のみ支払っている場合でも、修学終了後の元利金償還額を記入

してください。 

(4) 土地を先行取得するため、土地購入で貸付を受ける方は、５年以内に建築する住宅建築資金の借り入れ
予定についても記載してください。 

(5) 必ず本人が記入してください。 

(6) 虚偽申告が認められた場合は即時償還となります。 

２ 償還月額の確認 【(D)または(G)が 30％を超える場合、貸付は出来ません。】 

(A)= 償還月額 

 

円 
(E)=年間償還額 

{(A)×12 + (B)×２} 
円 

(C)=あなたの給料月額 円 (F)=昨年の年収 円 

(D)=(A)÷(C)×100 ％ (G)=(E)÷(F)×100 ％ 

上記のとおり借入金について申告します。

横浜市職員共済組合理事長 様

 

年 月 日

 

氏 名（署名）：   
 

（Ａ４）
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